
四万十川の再生と保全に関する調査特別委員会報告書 

会 議 日 時 平成２４年６月２６日（月）１３時００ ～１５時 ３０ 
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出 席 者 数 委員   ８人のうち出席者  ７ 人 

委 員 長 橋 本   保 委 員 林   健 三 
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麻 岡  博 

 

 

 

 

 

傍 聴 者     

１．仁淀川における「近自然工法」の取組み 

２．清流日本一に漁業組合が果たした役割 

 
付 議 事 件 

 

１．仁淀川に於ける「近自然工法」の取組み 

○仁淀川の砂利採取禁止については、３０年前から国・県にお願いしてきた経過 

 がある。その成果として縮小はしたが全面禁止に至っていないのが現状である。 

 そうした状況の中で、荒廃した河川復元のために県に要望し「近自然工法」を 

 導入し３年が経過した。鮎を中心に水棲動植物の繁殖が確認されているという報告

だった。 

２．清流日本一に漁業組合が果たした役割 

審 査・調査 

 

○山・川・海を重視し鮎を中心とした水棲動植物が住める自然環境作りに力を入れて

きた。山林の環境改善・河川の浄化施設・処理施設への取組みなど行っている。 

なし 
反 対 意 見 

 

報 告 日 平成 ２４ 年 ６月２８日（木） 委 員長署名 橋 本  保 

 


